
　渭東地区にある安宅の地名は、江戸時代の水軍に由来します。紀伊
国牟婁（むろ)郡安宅（あたぎ）（和歌山県白浜町）を出発点とする水軍の
安宅（あたぎ）氏一族が、戦国時代に阿波国を治めていた三好氏に仕え、
大型軍船を駆使して活躍しました。その軍船の通称である「安宅（あ
たけ）」から、水軍やその基地を安宅と呼ぶようになりました。
　寛永17（1640）年頃徳島藩は、常三島の南東部（徳島大学工学部校
舎付近）にあった基地を都市計画の一環
で福島の東側に移転しました。基地には
藩船を収める船倉、船の建造・修理を行
うドック、役所があり、広さは東西230
間（約460㍍）、南北150間（約300㍍）と
広大で、城東中学校がその中に収まるほ
どでした。
　基地の移転とともに、船頭や藩船の漕ぎ手である水主、船大工の屋
敷が周辺に集められました。船頭の屋敷は常三島などから安宅へ、水
主は住吉島から安宅・沖洲に移され、表口
５間・奥行15間の75坪の屋敷が与えられ
ました。安宅の南側には船大工の屋敷が設
けられ「大工島」（現在の大和町）と呼ばれ
ました。四所神社より東の安宅と大工島、
北沖洲は、徳島藩水軍が管理し、町奉行の警察権は及びませんでした。
　水軍基地の移転は、都市政策の大きな転機になりました。それまで、
藩主の参勤交代は、徳島城から助任本町・大岡を進み乗船する吉野川
ルートでしたが、徳島本町を東進し福島橋で連絡用の船に乗り、沖洲
の沖で御座船に乗るという新町川コースに移行しました。新町川は殿
様の参勤交代だけでなく、城下町の一大商業地である内町・新町に至
る、人々の水上の道として江戸時代を通じて繁栄しました。
　水軍の基地「安宅」の移転は、城下町の再編を象徴する出来事だっ
たのです。

［問い合わせ先]徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）
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徳島ヴォルティス 
徳島市民デーを開催

　鳴門ポカリスエットスタジアム
で、清水エスパルス戦を徳島市民
デーとして開催。待ちわびていた
ファンたちが来場し、白熱した試
合を観戦しました。
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まちなかを花いっぱいに 23
［振休］

チーム「わが家」で 
子育てをスタート

15
［日］

秋を感じる長月茶会

　徳島城博物館で茶道裏千家淡交
会徳島支部による長月茶会を開
催。参加者は、中秋の名月に合わ
せた道具立てを楽しみ、抹茶や秋
らしい和菓子を味わいました。

　市内中心部で、とくしままちな
か花ロードproject「花植え会」
を開催。参加者の手によって、植
樹帯や花壇に約３万９千本のマ
リーゴールドが植えられました。

　ふれあい健康館でチーム育児応
援セミナーを開催。男性育休講座
や言葉がけ・しつけ講座の中で、
家族みんなで子育てをする大切さ
について話し合いました。

徳島城博物館イベント
◆講談で学ぶ日本史
　真打講談師・旭堂南龍さんによる講談と、四国大学教授・
須藤茂樹さんとの解説・対談。※当日、13：30受付開始。

［とき]11月４日（振休）14：00 ～ 15：30［定員]50人（先着）
◆将棋大会「徳島城御城将棋」※要申し込み
　江戸城内で行われていた御前対局にちなむ将棋大会。

［とき]11月10日㈰９：30 ～ 17：00
［対象]小学生以上［定員］32人(多数の場合抽選)
◆「子どもかるた教室（全３回）」※要申し込み

［とき]11月24日㈰、12月15日㈰・22日㈰各日13：00 ～ 16：00
［対象]小学３～６年生　[定員]30人(先着）

◇　　◇　　◇　　◇　　◇
［申し込み方法]▶徳島城御城将棋＝10月25日㈮（必着）までに往復はがき
に「徳島城御城将棋」参加希望と明記の上、住所、氏名、電話番号、年齢
を書いて、徳島城博物館（〒770－0851　徳島町城内１－８）へ▶子ども
かるた教室＝電話で徳島城博物館へ

［入館料］大人500円、高校・大学生300円、中学生以下無料
［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）

　八多町の犬飼農村舞台は、熱心な保存運動で
受け継がれ、国の重要有形民俗文化財に指定され
ています。貴重な農村舞台で披露される人形浄瑠
璃と襖からくりを、ぜひお楽しみください。今年
は29年ぶりに夜間公演も特別開催されます。
◆「秋の夜長の農村舞台－29年ぶり一夜限りの特別公演－」

［とき］11月２日㈯19：00 ～ 20：40（雨天決行）
［演目］壺坂霊験記、襖からくり
◆「犬飼農村舞台　阿波人形浄瑠璃公演」

［とき］11月３日㈷10：30 ～ 14：40（雨天決行）
［演目］式三番叟、傾城阿波の鳴門、生写朝顔日記、襖からくり

◇　　◇　　◇　　◇　　◇
［ところ］五王神社境内（八多町八屋）［駐車場］五王神社周辺に駐車可
［バス］11月３日㈷は市バス五滝行き８：40徳島駅前発をご利用ください。
終演後、徳島駅前行き虹の橋葵ホスピタル前発の便を、15：05五滝発に
延長運行します。※会場は五滝停留所から徒歩10分。運行状況により、
発着に多少の遅れがあります。※11月２日㈯は、臨時運行はありません。

［問い合わせ先］社会教育課（(621－5419　 624－2577）

犬飼農村舞台犬飼農村舞台  
阿波人形浄瑠璃公演を開催阿波人形浄瑠璃公演を開催

▲「安宅御船蔵絵図」
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